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実験などを通して、楽しくECOに ついて

学んでいただけるステージを展開c

A

稚内メガソーラー

,L海近力■なさる
「

 ロボツトクリエーターとして世界の舞台で活躍する
‐
  高橋 智隆氏制作の回ボットによる注目のデモンストレーション.

態

米詳しくは豪面をご責ください

レクサス、エクストレイル、

バジ■回、ベンツの話題

のエコカーにご試乗い

ただけます.

11日 、12日 地下鉄東西線大谷地駅と会場間
に無料シャトルバスを運行します。大谷地バス

ターミナルは地下鉄大谷地駅と直結tl階 1番

の
'り

は「中央バス」会場行きをご利用ください。
※シフトルバスは環境に1憂 しいハイフリンドバスです―

、 1大 谷地始発 大谷地終発

11日 (本) 8:15 16:45

会場始発

10:30

会場終発

19:40
ｐ
許

無
れ

12日 1金 8:15 16:15 10:15 18:00 大
谷
地

ヽ

■
Ｔ●主催 北海道未来づくり環境展2010実行委員会       ―

北海道経 :斉 連合会 社団法人北海道商工会議所連合会 北海道経済同友会 北海道経営者協会 ,し海道商工会連合会 北海道中小企業団体中央会

社団法人北海道観光lFttll構 、北海道農業協同組合中央会、ホクレン農業協同組合連合会 北海道
^材

産業協同組合連合会、財□法人北海道環境貝オロ

経済産業省北海道経済産業局、国土交通省北海道開発局 □土交通省北海道運輸局、環境省北海道地方環境事務所 札嘔市 Jヒ海道市長会 北海道町村会 北海道



バイオマス&新エネリレギー・省エネルギー

株式会社アクティオ Jヒ 海道支店

(株 )朝 日工業社 北海道支店

(株 )イ ワクラ

(株)イ ワクラ・ピーエス(株 )・ Rave li

コーンズ・アンド・カンパニー・リミテッド/コーンズ.バイオガス

国策建設 (株 )

新エネ雪氷利用研究会

石炭資源有効活用研究会

北清企業 (株 )

北海道ガス (株 )

環 境 啓 発・エ コラ イ フ

チャレンジ25キャンペーン事務局 (環境省 )

(独 )土木研究所 寒地土木研究所

北海道

環 境 技 術・コ ン サル テ ィング

岩崎電子 (株 )リ オン(株 )北海道総代理店

クリーンディーゼル連絡会

(独 )産 業技術総合研究所

日本石油輸送 (株 )Jヒ 海道支店

(株 )ビオフレックス

(株 )古垣建設

北海道富士電機 (株 )

丸吉運輸機工 (株 )

(株 )イ ンターシステム

(株 )テックコーポレーション

(有 )ピクセム

(有 )北海道フェニック

(株 )ミ ツウマ

(株)NAOGS

廃 棄 物 処 理・ リサ イクル

(株)HMエスパス

北海道循環資源利用促進協議会

エコロジア北海道 21推進協議会

じゅんかん夢ネット事務局

((株 )北海道二十一世紀総合研究所 )

(株 )鈴木商会

日本環境安全事業 (株 )Jヒ 海道事業所

野村興産 (株 )札幌営業所

(株 )バイオラフアー

(株 )北海道エコシス

(株 )マ テック

北海道 (循環型社会推進課 )

●内  容 :実験ECOノ フヽォーマンス

●主  催 :Jヒ海道未来づくり環境展2010実行委員会

(財)北海道科学技術総合振興センター

●お問い合せ :北海道未来づくり環境展2010実行委員会事務局

(北海道環境生活部環境局環境推進課内)

丁EL 011-204-5188 FA× 011-232‐ 1301

環境問題やリサイクルをテーマ

にオリジナルの教材を使い科学

マジック、ジャグリング、バランス

芸などのオリジナルのパフォーマ

ンスを通して楽しくECOについ

て学んでいただけるステージを

展開します。テレビや全国各地

のイベントで大人気のらんま先

生が地球 (環境)へのメッセージ

を発信します |

OAMll:00～ AMll:30   ①PMl:00～PMl:30

②PM4:00～ PM4:30    ②PM3:45～PM4:15

アクセスサッポロ

屋内展示場
PRステージ
札幌市自石区流通センター4丁目

我々 の生活や事業活動に伴い排出されるこれまで積
極的に活用されていなかった資源の有効利用に関する

技術や環境経営に関する情報の提供、意見交換の場を

設けることにより、リサイクル及び環境経営の促進を図る

ことを目的として開催いたします。

流通センター4丁目

PMl:30～ PM4:30

●基調講演

東北大学大学院環境科学研究科教授 白鳥 寿― 氏
(経済産業省環境省使用済小型家電からのレアメタルの回収及び適正処理に関する研究会委員)

1楯環型社会形成に向lTた リサイクルの  一曜β市鉱山Jから臥菟鉱鎌」への展開―

●取組事例報告

津別単板協同組合
「本質 葉 の1散底した  化蹴 るエネルギーの僕絵と  物の大幅肖り減」

北清企業株式会社

隣石青ボードのグラウンド薄ラィ
・ン弓碑粉としての薦生`○藤Mによる販売

'「

―́卜確 it樹
`

●主  催 :ヨヒ海道循環資源利用促進協議会
エコロジア北海道21推進協議会

●共  催 :ゴヒ海道バイオマスネットワーク会議 (予 定)

北海道未来づくり環境展2010実 行委員会

●後  援 :環境省北海道地方環境事務所 (予 定)、 北海道 (予定)

●お問い合せ :北海道循環資源利用促進協議会事務局

(北海道環境生活部環境局循環型社会推進課内)

TEL 011‐ 204‐ 5197 FAX 011-232-4970



ガイア ONEXTプ ロジェクト関連事業

E」

』

～温暖化対策を地域活性化と環境ビジネスヘの新たなチャンスに～

地球温暖化の原因である温室効果ガスを削減する手段としてのカーボンロオフセットの取組を一層

加速させるため、「北海道カーボン・アクシヨン・フオーラム」を設立することとしました。

次のとおり、設立大会 ロシンポジウムを開催いたしますので、皆様のご参加をお待ちしております。

シンポジウム 第 1部 :基調講演

『北海道における低炭素社会の実現に向けて
～環境ビジネスの振興と地域活性化～』

竹ヶ原 啓介 氏 (株式会社日本政策投資銀行事業開発部CSR支援室長)

【講師略歴】
1989年 日本開発銀行 (現 日本政策投資銀行)入行。

調査部、政策企画部、フランクル ト主席駐在員を経て、2008年
公共ソリューシヨン部CSR支 援室課長。2009年 より現職。

シンポジウム 第2部 :パネルデイスカツション

テーマ :『北海道の特性を活かしたカーボンロオフセットの推進について』

【コーディネーター】

深見 正仁 氏  (北海道大学公共政策大学院 特任教授)

【パネリスト】

日時 平成 22年 11月 12日 (金)

【設 立 大 会】11:30
【シンポジウム】13:00

場所 京王プラザホテルホL幌 2
(札幌市中央区lL5条西7

定員 300名 ノ参加無料

主催 北海道カーボン・アクシヨン・フォーラム設立発起人会
発起人 :環境省北海道地方環境事務所。経済産業省lL海道経済産業局、北海道市長会、北海道町村会.

lL海道商工会議所連合会,株式会社エコノス.北電総合設計株式会社s財団法人北海道環境財団s

NPO法人北海道グリーンフアンド.JL海道

～12:15

～16:30

階エミネンスホール  …

丁目2-1)

講師 :竹ヶ原 啓介 氏

伊藤

大木

春 日

黒滝

長谷川

柴田

氏

氏

氏

氏

氏

氏

勲
蜘
臼
博
馳
鮮

(沼 田町 地域開発課 )

(株式会社文化放送開発センター 企画開発部長)

(下川町 地域振興課長)

(株式会社阿寒グラン ドホテル 常務取締役 )

(株式会社エコノス 代表取締役社長 )

(北海道 環境生活部環境局地球温暖化対策室長)



北海道カーボン ロ

北海道カーボン・アクシ

ョンロフォーラムは、カー

ボンロオフセットの取組を

普及推進 し、森林やバイオ

マスなどの多様な資源が

豊富に存在する本道の優

位性を活かしながら、カー

ボン・オフセットやクレジ

ットの創出の取組 (カ ーボ

ン・アクション)を加速す

ることによって、北海道ら

しい地球温暖化対策を推

進する事を目的として設

立いたします。

学識経験者 口関係機関 ロ

行政等が連携のもと運営

し、意見交換を行うととも

に、制度の一体的な情報発

信、相談支援などを実施 し

ます。

アクションロフォーラムとは

0イ メージ図

北海道の優位性を活かしたクレジットのlll出・カーボンオフセットの促進

地球温暖化対策の推進、環境ビジネスの育成、地域活性化

クレジット創出主体

J― V E Rttl度 国内クレジット制度

グリーン電力・熱証書詢l度

・ J― VER
。国内クレ・ット

・グリーン

電力・熱証書

プロバイダー

北海道環境生活部環境局地球温暖化対策室 行

◇ FAX:011-232-1301
◇ 巨―mail:kansei ontai@pref.hokkaldo.lg.ip

お 名 前

ご住所 (市町村区名のみ)

連絡先電話番号 (代表者のみ)

お申込みの情報は、当フォーラムの運営及び本シンポジウムの申込み確認、運営のみに使用させていただきます。

シンポジウムについては、申込締切を平成22年 11月 5日 (金 )とし、 先着順とさせていただきます。

地球温暖化防止のため、来場の際は公共交通機関の利用に御協力ください。

北海道カーボン・アタション・ フォーラムス象申込書

|※ 趣意書・会則については、道のHPを ご参照いただくか、下記にお問い合わせください。 i
l  → http://www pref hokkaldo lg jp/ks/tot/                  :

団 体  名

代 表 者 名

担当部署 担当者名

ご住所

連絡先電話番号 FAX 】引ま E―mail

<お申込み・お問い合わせ先>
北海道環境生活部環境局地球温暖化対策室 担当 :井上、鏡、森山

電話:011-204-51 89 FAX:011-232-1301
E― mai卜 kansei ontal@pref hokkaido lg ip

※

※

※

環境忍者 えこ之助


